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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月4日(2010.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１蛇行帯（８５）及び第２蛇行帯（８９）ならびにこれらを接続するコネクタ列（４
４）を備えるステントであって、
　各蛇行帯（８５，８９）は、交互に配置される複数の直線状蛇行帯ストラット（２２）
及び複数の屈曲部（２８）を備え、
　第１蛇行帯（８５）と第２蛇行帯（８９）は周方向において互いからずらして配置され
、
　第１蛇行帯（８５）及び第２蛇行帯（８９）は、複数のコネクタストラット（２０）に
よってコネクタ列を渡って接続され、各コネクタストラット（２０）は、一端においては
第１蛇行帯（８５）の屈曲部（２８）に接続され、他端においては第２蛇行帯（８９）の
屈曲部（２８）に接続される、ステント。
【請求項２】
　各蛇行帯（８５，８９）は、隣接する接続された屈曲部（２８）の間に延びる第１の個
数の蛇行帯ストラット（２２）と、隣接する接続された屈曲部（２８）の間に延びる、第
１の個数とは異なる第２の個数の蛇行帯ストラット（２２）とを備える、請求項１に記載
のステント。
【請求項３】
　前記ステントが複数の第１蛇行帯（８５）を備え、第１蛇行帯（１６ａ）の接続された
屈曲部（５８ｃ）が、ステント長手方向において、隣接する第１蛇行帯（１６ｃ）の接続
されていない屈曲部（５５ａ）と整合する、請求項１に記載のステント。
【請求項４】
　複数の第１蛇行帯（８５）及び複数の第２蛇行帯（８９）がステントの長さに沿って交
互に配置される、請求項１乃至３のいずれか一項に記載のステント。
【請求項５】
　前記蛇行帯（８５，８９）の屈曲部（２８）が、交互に配置される基端側山部（２４）
及び先端側谷部（２６）を備え、第１蛇行帯（８５）の基端側山部（２４）及び先端側谷
部（２６）は、第２蛇行帯（８９）の基端側山部（２４）及び先端側谷部（２６）のいず
れともステントの長手方向において整合しない、請求項１に記載のステント。
【請求項６】
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　前記ステントが、複数の第１蛇行帯（８５）及び複数の第２蛇行帯（８９）と、複数の
コネクタ列（４４）とを備え、複数のコネクタ列（４４）が第１コネクタ列（４４ａ）及
び第２コネクタ列（４４ｂ）を含み、第１コネクタ列（４４ａ）のコネクタストラット（
２０）同士は互いに平行であり、第２コネクタ列（４４ｂ）のコネクタストラット（２０
）は第１コネクタ列（４４ａ）のコネクタストラット（２０）に非平行である、請求項１
乃至５のいずれか一項に記載のステント。
【請求項７】
　前記第１コネクタ列（４４ａ）及び第２コネクタ列（４４ｂ）がステントの長さに沿っ
て交互に配置される、請求項６に記載のステント。
【請求項８】
　前記第１コネクタ列（４４ａ）のコネクタストラット（２０）とステント長手方向軸線
との間の角度が、前記第２コネクタ列（４４ｂ）のコネクタストラット（２０）とステン
ト長手方向軸線との間の角度と等しい大きさである、請求項６又は７に記載のステント。
【請求項９】
　蛇行帯ストラット（２２）の最大幅が屈曲部（２８）の最大幅より小さい、請求項１に
記載のステント。


	header
	written-amendment

